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表1　用語と定義
透過率 somd　transmissionモ盾???奄モ奄?獅煤iτ）
材料の遮音の程度を数量的に表すも
ﾌで，，透過音のエネルギと入射音の
Gネルギの比
＿透過音のエネルギτ一入射音のエネルギ
透過損失
sound
狽窒≠獅唐高奄唐唐奄盾氏@loss（T二L）
材料の遮音の程度を数量的に表すも
ﾌで，入射音のエネルギと透過音の
Gネルギとの比の常用対数の10倍
P位はデシベル（dB）
@　一・・1・翫÷（dB）
遮音度
　　r獅盾奄唐?@insulation
?≠モ狽盾秩iN．1．F）
他室または戸外の騒音に対する受音
ｺの総合的な遮音性を表すもので，
?ｹ室内の総吸音力（ΣαS）と受音
ｺ壁面の総透過力（ΣτS）の比の常用
ﾎ数の10倍単位はデシベル（dB）
N．1．F－・・1・釦繋（dB）　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ン
質量則 mass　law
気密で均一な材料からできている壁体の透過損失は、その単位面積当りの
ｿ量と音の周波数の積の対数に比例する　これを透過損失に関する質量則
ﾆいう
1
R
壁
入射側 A 透過
」
　　1：入射音のエネルギ
　　A：吸収された音のエネルギT
　　R：反射音のエネルギ
　　T：透過音のエネルギ
　　1＝A十T十R
図1　音エネルギーの反射・吸収・透過
表2　各種材料の透過損失1）
厚さ 面密度 周波数（Hz）
（m） （㎏／㎡） 125 250 500 10002 00 4000
ラワン合板 6 3．0 11 13 16 21 25 23
せっこうボード 9 8．1 12 14 21 28 35 39
鉄　　　板 1 8．2 17 21 25 28 34 38
フレキシブルボード 6 11．0 19 25 25 31 34 28
発泡コンクリート 100 7．0 29 37 38 42 51 55
A　L　C 100 55 34 33 34 41 50 54
コンクリート
vロツク（1）
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透過損失の質量則・
　TL＝2010910a－1010910｛109e（1十a2）｝
a：ωm／2ρC，ρ：空気密度，C：音速
ε〃：角周波数，勿：単位面積当り質量
（）内数字は厚さ
@　単位⇒
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図2　各種材料の500Hzにおける透過損失1）
せっこうボードラワン合板二重壁　平均T工24dB
コンクリートスラブ100㎜厚さ
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図3　工法と透過損失の一例2）
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表3　用語と定義
sound　absorption材料の吸音の程度を数量的に表すものﾅ，入射音のエネルギに対する吸収さ ＿吸収された音のエネルギ日 coefficient（α）
れた音（透過音も含む）のエネルギの比
α一@　　入射音のエネルギ
拡散音場において、音源を停止した後， r
定常状態の室内音圧レベルが，ある平
均減衰率（dB／s）で60dB減衰するのに
残響時間
reVerberatatiOn
狽奄高?iT）
要する時間（s）
u：室容積（m3）
　　　　　0．161VT＝
@－S・109c（1－∂）十4mV
S：室内壁面総表面積（m2）
a：室内平均吸音率
m：空気吸収による減衰係数
空室時および試験設置時の各周波数帯域ごとの残響時間の測定結果か
残響室法 reverberant　sound≠b唐盾窒垂狽奄盾氏@coefficient
iαr）
ら，次式によって算出した吸音率
@　　φ一56…誓〔11TTo〕V：残響室容積（m3），　C：空気中の音速（m／s），S：試料面積（m2）
T：試料設置時の残響時間（S），To：空気時残響き時間（S）
苔ロ
　　　全音域吸音材料
　　　　周波数ノ
・多孔質材料＋背面空気層厚さ300以上
・開ロ率の大きい孔あき板＋同上
・木毛セメント板＋空気層厚さ180
・パーライトプロック厚さ100
伽
　　　周波数∫
・多孔質材料＋空気層厚さ10σ
・軟質繊維板＋空気層厚さ300
・孔あき金属板＋多孔質材料＋
空気層厚さ150
・カーテン
碧匝
高音域吸音材料
　　　　　　～「ロ
　　周波数∫
・多孔質材料剛壁密着
・カーペ・ット
・吹付け吸音材
・植毛壁布
・ALC板など表面の粗い材料
　　　　周波数∫
・ビニールなどの裏面材＋多孔質材料
＋空気層厚さ100
・孔あき板＋多孔質材料の下地材料
＋空気層厚さ100
図4　吸音周波数特性による分類1）
召ロ
低音域吸音材料
　　　周波数ア
・板状材料＋背面空気層厚さ100
・ヘルムホルツ共鳴器
多孔質材料
@　　　　　　卿1ノ「　　　　　　　　　　　　　　　周波数∫ ロックウール，グラスウール，木毛セメント板，木片セメント板，
y量コンクリートブロック，フェルト，ひる石プラスター，軟質ウ
激^ンフォーム，織物，カーテン，じゅうたん，植毛製品，軟質繊維
ﾂ，ロックウール吸音板
板状材料
@　　　　　　　　　　　　喜
@　　　　　　幕警へ＿　　　　　　　　　　　　　　　周波数∫
合板，せっこうボード，石綿セメント板，ハラドボード，パーティ
Nルボード，板
孔あき板材料　　　　　　　　　　　　　匂
@　　　　　　罧量ノへ一　　　　　　　　　　　　　　　周波数1
孔あき合板，孔あきせっこうボード，孔あき石綿セメント板，孔あ
ｫハードボード，孔あきアルミニウム板，孔あき硅酸カルシウム板
図5　吸音機構による分類3）
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　　　　　　　　図6　多孔質材料の吸音特性に対する影響1｝
衣4　夕孔研科便用上の表面処埋例’
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O” 二㌻ ’ 材　　　　料 条件・使用上の注意x二 ’； 　　び゜
D・ｴ・・ 特になし．　　．， き”　・ メタルラス・エクスパ塔hメタル・網’、’・：・ ・　鰍・㌔
ャW､ 　　裏面空気　　‘?ﾊ空気層厚さ150㎜
通気性の大きい織物
iサランクロス・ヘシ
Aンクロス・グラスク
鴻Xなど）
接着材，塗料などで布目を
ﾓさがぬこと（全面のり張
陂a紙裏打ちなどを避｝ちる）
厚さ：25㎜
ロックウール吸音材
ｧ度：20～160kg／m3
薄膜（ポリエチレン，
rニールフィルムな
ﾇ）
厚さ0．05㎜程度以下，張
ﾍをかけないで張ること
背後空気層の影響
あなあき金属板 開口率＞0、20，なるべく小
ｳい孔径のものが望ましい
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@　　　　　　周波数（Hz）
mf一報才ス暑ノ望些1｝
リブ構造 リブ幅数㎝程度以下，リ
Dブ中心間隔はリブ幅の2倍
ﾈ上
表 多 材料使 理 η
一112一　用途別材料 3．5耐火・防火・防水・音響・断熱材料
固防振材料
　　　　　　　　ら
表6　防振材料の振動に関する基本的な性質3）
（
材　　　　料　　　　名 密度 ヤング率 縦波速度 固有抵抗 損失係数P｛kg！mり E（M！mり C‘（m／s｝ Z（㎏ノ㎡s） η＝2r！rc
硬度：50 1010 L3×10． 40 4．0×104 3x10°・
表5　用語と定義 ・・｛硬度・3・　　　　　硬度：70 ㌫ 4．6×10・U．7×107 ，ll 8．8x104R．9×10・ 1：；
防振ゴム 発泡塩化　ビ　ニ　ル 50 6×10‘ 110 5．5×103 0．5
防　振　材　料 固体の振動の伝播を防止するたﾟに用いられる材料
金属ばね
?Cばね
vｧ度の多孔質材料
発　泡　ポ　リ　エ　チ　レ　ン
諶ｿ発泡ウ　レ　タ　ン
2； 4×1び
P×104Sx104
P．5x105
1111； 4．0×10．
T．0×102
P．4x10・
R．5×10⑨
1：ll：i
弾塑性ダンパー ・・クウール｛謡 80　，P20 6×104Q×105
駕 2．2x103
S．9×10・
1：：
制　振　材　料 固有振動系の制御や板などの制Uに用いられる材料’
粘性体ダンパー
Iイルダンパー
uｪ子系（制振鋼板）
制振合金
●
表7　防振材料の特徴4）
項　　　　　　目 コイルばね 重ね板ばね 空気ばね 防振ゴム
振動系として通常実用しう
骭ﾅ有振動数（Hz）
1～10 1～10 0．7～3．5 4～15
減　　衰　　性　　能 なし あり 使用法による あり
高周波振動絶縁性 D　＞ D A B
耐　　　へ　　　た　　　り A　　＞ A B B
常用温度範囲（℃） 一40～150 一40～150 一20～80 一30～120
耐油　性，耐　老　化性 A A B B
製　　品　　均　　一　　性 A B B B
構　造　の　簡　潔　性 ，　A B C A
必　　　要　　　空　　　間 B B B A
そ　の　他　の　特　徴 荷重特性の直
?ｫが良い
車両の場合，
ﾎね装置と車
ｲの案内装置
ﾌ両作用を兼
ﾋる
ばね高さの調整
ﾍ容易，耐荷力と
ﾎね定数とを互
｢に独立に調整
ﾂ能
ばねの重量を他
ﾉ比べ軽くでき
表8　ゴムの種類と特性1）
　　　　　ゴムの種類
ﾁ性
天然ゴム
@NR『
ネオプ
激
ニトリ
泣Sム
プチル
Sム
プタジエソ
Xチレンゴ シリコンSムCR NBR IIR ム　SBS
金属　と　の接着性 o ◎ ◎ O ◎ X
抗　　　　張　　　　力 o O O △ O X
内　　部　　粘　　性 o ◎ ◎ ◎ ◎ 一
耐　ク　リ　ー　プ　性 o △ △ × O ◎
耐　　　　油　　　　性 X O ◎ X × ×
耐　　　　熱　　　　性 △ ◎ ◎ ◎ O ◎
耐　　　　寒　　　　性 o O × △ O ◎
［注］◎：優，○：良，△：可，×：問題あり　　　’
天然ゴムの使用温度一10～70℃，特殊ゴムの使用温度
　一30～120℃
［注］A：優，B：良，　C：可，　D：劣る
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　　　　　　　防振しようとする周波数∫（Hz）
　　　　図7　防振材料の選定計算図表5）
2 3456789103
図8　ダクト・配管の防振吊り例1》
